ニ マ ル 騰 


@ ぐ 世界 最 大 の カニ 、 タ カ ア シ ガニ 


1 い 脚 ( 歩 有 ) 


⑯ タ カ ア シ ガニ ( 礁 ) 


正月 


玲 川 シー ワー ルド で は 完 員 か ら 
ょ る き と 正 月 」 と い 
ぐるみ 夫 宇 稚 、 符 生 
ナー 等 の 催 し 物 を 


4 日 まで 「"79 


大 会 、 い 


、 焼 いも 肥 
彫 の ち 客 様 に 


/ つ ぞい 、 鴨川 シー ワー ルド 動物 友の会 事務 局 
〒296 鴨川 市 東町 !464 一 !8 TEL04709 (2) 21!2I( 代 ) 


係員 か ら 語 を も ら う マン ボウ 


マン ボウ の 近 育 


シー ワー ルド で は オォ オー プン 以来 8 年間 に 、24 匹 
ウ を 飼育 し まし た 。 前 回 迄 の 最 長 信 府 記 
録 は 79 日 間 で し た が 、 中 年 の 3 月 3 日 に 投 多 し た 
マン ボウ が 270 日 間 の 飼育 記録 を ・ 
釘 て す 。 今 | 育 し て いる マン は 鴨川 市 の 
沖合 20 キ ロ の 海面 に モビ レ を 出し て 泳い で いる と 
ころ を イカ 釣り 船 に 発見 され 、 だ た も 綱 で すく われ 
た 個体 で す 。 こ の マン ボウ を 押え て くだ きっ た 伊 
束 き ん の 語 で は 、 物 川 際 近 で は 、 海 面 の 水温 が 20 
で で ぐら いで 冷た い 相 滴 がき す 時 に 、 よ く 見 か ける 
そう で す 。 1 メー トル 以上 の マン ボウ は 海面 に 概 
だ た わり 、 い わ ゆ る マン ボウ の 健 林 と mm ば れる 状態 
で 、50 モ ンチ で らい の は 水面 近く を 泳い で いる の 
が 多い と の 話 で し た 。 

マン ポ ボウ は フグ 肖 、 ユ ン ポ ボッ 間 目 、 ユ ン ポ ッ 科 
に 属 する 父 類 で 、 体 長 3 メー トル 、 体 重 1 ト ン 以 
上 に 成 藤 し ます 。 
ン 語 で モラ は 磯 反 の こ と で 、 丸 い 体つき の 意 ) 演 
字 で 番 草 苑 (CK 車 の 型 の 恋 ) 英名 を サン フィ シュ 、 
ムー ン フ ィ シ ュ (円 型 の 魚の 意 ) と 言い ます 。 
ン ボ ウ は 写真 の よう に 横 か ら 見 る 玉子 に モビ ピ レ 
ほ シ リピ レ を つけ た よう な 形 で 、 オ ピ レ が な く 愛 
くる し い 大 き な 目 を クリ クリ 動か し な が 
り 、 係 員 が 近づく と 水面 に 出来 て 角 を ね だ り ま 


の マン 


きら 


学名 は Mola mola(Linne)( ラ テ 


ぎ 回 


疑 好 に 見 を る マン ボウ も 、 上 か ら 見 れ ば 案 中 らし 
い 深 線 型 で 、 体 の 上 下 に ある モビ レ 、 シ リピ ビレ を 
左 有 有 同 時 に ポー ト の オー ル を 凌ぐ で よう に 振り 、 小 
さき な ム ナ ビレ を 動か し て パラ ンス を と りな が ら 涼 
ぎ ま す 。 

マン ボウ は クラ グ を 食べ る 和 と 図鑑 な ど に は 
いて あり ます が 、 最 近 の 調査 で は クラ ゲ と 同じ ぐ 
らい と カリ ポキ ヤ の 仲間 を 食べ て いる と 言う 各 が 沸 


せ び れ 


っ て 来 ま し た 。 その ほか に は 沖 仁 の 唱 鍛 
キア ミ 類 な ど ) 小型 魚類 (ハダカ イワ シ 、 カ タク 
チイ ワシ な ど )、 や イカ 類 を 食べ て いま す 。 し か し 
水族 館 で は 、 ク ラグ ゲ や と カリ ボ ヤ は 入手 し に くい 
た め エ ピ や アサ ナリ 、 イ カ 、 小 型 恋 類 を 与え て いま 
す 。 

師 育 還 始 当時 の マン ボウ の 大 きき は 
推定 体重 8.5 キロ で し た が 、 ピ ビタミン 剤 を 活 加 し 
た シバ エピ の ムキ 身 を 、 逢 日 体重 の 1.0 か ら 1.5 フ ミ 
ー モ ント で ぐら い を 手 か ら 直 接 給 全 し まし た 。 10 月 
10 昌 か ら 2 週間 、 一 般 公 明 し まし た が 、 その 時 の 
体長 は 飼育 開始 か ら 222 日 目 で 、75 モ ンチ に 成長 
し て いま し だ た 。 

皆さん は な ゼー ン ポ ボウ は 短い 日 数 し か 飼育 で き 
な い の か と 考え て いる こと と 思 いま す 。 マ ン ポ ボウ 


を AN 


れ て きた 葉柄 し フグ 目 の 魚 の 生態 と が ミ 
れ た 現 誠 し て 現れ ます 。 河 を 甘々 サケ ヤー ス 類 
の 稀 急 を 音 い 壁面 の 水 格 で 飼う と 、 体 色 は 親 と 同 
じ 銀 色 に 変化 し 避 面 に ぶっ か る よう に な り ま す 
これ は 目 か ら 入 る 将 い 色 の 製 級 で ホル モン が 
され 、 体 色 が 銀色 に な る の と 背 色 の 名 を 大 海原 と 
思い 、 ぶ つか り は じ め る わけ で す 。 マンボウ も 同 
ビ 様 に 交 い 色 の 環境 に 適応 し て いま す 。 水 族 館 の 
水 構 の 壁面 は 、 皆 さん が 見 て 、 海 の 広 さ を 運 想 す 
る よう に 背く 塗っ て あり ます 。 

そう ゆう 水 椅 に エン ボウ を 入れ る と 可 面 に 激突 
し て 死ん で し まう の で す 

こう ゆう 原因 を 一 つ 一 つ 解 決し な が ら マ ン ポ ボウ 
を 飼育 し た の で す が 、 こ こ で 1960 年 に 広島 県 、 宮 
島 水 族 館 で 21 日 問 の 記録 を 作っ て 以来 、19 年 間 に 
多く の 水族 館 で 試み た 、 各 館 の 最長 記録 ベス トモ 
デン を あげ て みろ まし ょ う 。1978 年 寺 葉 県 ・ 鳴 川 シ 
ー ワ ー ル ド 270 日 (1 月 28 日 現在 生存 中 ) 1978 年 


クス さる 


水族 館 166 日 、1973 年 ロス テン ジェ 


ルス ・ マ リン ラン ド オ プ バ パシ フィ ッ ク 約 110 日 、 


1978 年 宮城 県 ・ 松 鳥 水族 館 138 日 (11 月 28 日 現在 生 
存 中 )、1972 年 和 吹 山 昧 ・ 京 都 大 学 瀬 声 忠 拘 突 験 所 
自 浜 沙 族 館 47 日 、1970 年 神奈 川 県 ・ 油 痢 マリ ンス 
ー ク s7H、1972 年 各 山県 潮 夫 海中 公園 モン タ 
一 37 日 と な り ま す 。 の 270 日 の 舞 育 記録 は 、 

これ ら の 19 年 間 に 流 る 中 宣 な アー タ を 利用 す る こ 
よ に よっ て 、 初 め て 可能 と な っ た の で す 。 人 回 も 
水 愉 の 壁面 に 関連 し た 一 つの 実 只 を 武 み ま し た 

ウッ は 泳ぐ 速度 が 避 く て も 体重 が 大 きい の で 
第 稚 労 が 大 s く 、 こ の た め 整 面 に 補 災 する と 大 き 
を 力 が で て 頭 区 交社 所 を 起こ し て し まい ます 。 そ 
の 原因 は 前 に 番 い た 青 い 色 の 他 に 、 水 温 や 水 毛 な 
と の 生息 環境 が ちょ っ と 突 化 し た だ け で ら 6 起り ま 
す 。 当館 で 79 日 前 師 育 し た 個体 る 解剖 
頸 基 由 骨折 を 起 し て いま し た 。 を こ て 肖 突 を 防 
する た め に 、 水 構 の 中 に マン ボウ が 議 別 し や すい 
と 思 ら れる 黒い ピ ニ ー ル フェ ンス を 岩 り 苑 ら し ま 
し だ た 。 マンボウ は ビニ ー ル フェ ンス に そっ て 流 ぎ 
引っ て いま す が 、 と きど き つか り ま 
す 。 で も 、 コ ンク リー ト の 壁面 か ら 20 モ ンチ で ぐら 
い フ ェ ン ス が 唄 れ て いる ため 直接 コン クリ ー ト 避 
つか る こと は な く な り ま し だ た 。270 日 を 超え る 
記録 に は 、 こ の ビビ 
最も 大 で あっ た も の 考え られ ます 。 
現在 マン ポ ウ は 飼育 開始 当時 の 約 9 


フェ ンス に 


ルフ ェ ン ス の 果 し か た 効 


の 広 さ ( 長 


き 8 メー トル 、 轄 3 メー トル 、 深 き 2 メー トル の 
ビニ ー ル フェ ンス を 張り 館 ら し た ) の プー ル で 記 
録 を 更新 中 で す 。= 


これ か ら の 私 達 の 目標 は 、 こ の マン ボウ を 、 長 


く 師 いつ づけ る よう に する こと は も ちろ ん で す が 、 


マン ボウ を 2 匹 、 3 匹 と 長期 飼育 し 他 の 魚 と 同じ 
ょ うに 、 い つ で も ガラ ス 走 し に マン ボウ が 観察 で 
きる 日 を 一 日 $ 早 く する こと に あり ます 。 

( 締 原 記 ) 


介し て 見 る と 、 


@ 海 か ら 水族 館 の ブー ル へ 増 入 され る ヨン キリ ザ メ 


トビ ックス 


ジョーズ 還 育 に 挑戦 中 


今年 の 7 月 より 外洋 性 サメ 類 の 飼育 に チャ レン 
て み ま し た 。 人 外洋 性 の サメ 類 の 呼吸 方 法 は ロ 
ば い た まま 涼 ぎ 、 た ら に 水 を 送っ て 呼吸 を 
し て いま す 。 そこ で 釣り 掲げ られ た サメ に は 泳い 
で いる 時 と 岡 じ 束 度 の 水流 を 口 か ら 入れ て や り 、 

自体 が 硬 牌 し た り ケ イレ ン を 起き な いよ う 
ィ マ ッ サ ー ジ を し な が ら 運 こと に し まし だ 。 紀 
シキ リザ メ や ヒラ ガシラ は うま く 運 ぶ 事 が 出来 ま 
し た が 、 し か し テオ ザ メ は 船 の 上 に 誰 供 きれ た 特 
列 沙 構 に 入れ て 1 時 間 後 に は ヒレ に 充 正 が 見 られ 
死ん で し ま ょ いま し 


デ 


ョ シキ リザ メ や ヒラ ガシラ 
は 巡 か ら ト 乗せ 換え て 水族 館 に 運び こま 
れ ま し た が 、 プ ブー ル の 形 、 大 きき る 、 色 な どの まだ 
多く の 間 題 が あり 、 最 高 6 日 間 し か 生き て くれ ま 
せん で し た 。 こ れ か ら も 外洋 性 の サメ の 飼育 を 試 
み 、 ア オォ ザ メ を は じ め と し た 外洋 性 の サメ 類 を 観 
覧 する こと が 出来 る 水族 館 に し た いと 考え て いま 
す 。 (平塚 記 ) 


ッ ク 


表紙 説明 
マン ボウ の 胡 鱗 


マン ボウ に は 、 一 般 に 包 で 大 錠 と 呼ば れ て いる 
鮨 が あり ませ ん 。 必 魚 は 遠い 古い 時 代 に 
格 と 尾 財 を 動か す 筋 肉 が 人 退化 し た と き 
て し まっ た の で す 。 か ら だ の 後に つい 
尾 負 の よう な 鮨 は 、 遂 と 妊 館 の 一 部 
て で きた 鮨 で 、 泳 で た め の 鮨 で な く 角 を と る だ け 
の 役目 を する 角 館 で す 。 泳ぐ た め の 鮨 は 、 か ら だ 
の 上 下 に ある 大 き な 背 館 と 特 鮨 を 使い ます 。 

( 杭 原 記 ) 


